
平成30年7月豪雨に伴い発生した地すべりに対して、徳島県が緊急的な対策工事を実施します。

●長谷地区
ながたに

平成30年7月豪雨により徳島県三好市で発生した土砂災害に対して

緊急的な地すべり対策事業を実施します
国土交通省砂防部
平成30年8月24日

【桑内地区】
徳島県三好市山城町大和川長谷
発生日時 ： 平成30年7月7日
保全対象 ： 人家6戸、市道

準用河川大谷川
崩壊の規模 ： 幅57m 長さ63m

よこ

主な対策工 ： 横ボーリング工
アンカー工 等
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全景(対策工イメージ)

・・・地すべり範囲

① ③

② ④

A-2ブロック頭部左端滑落崖　斜面部にH=0.2～0.3mの滑落崖が連
続的に認められる。

A-2ブロック頭部中央滑落崖　墓地から倉庫にかけてH=0.2～0.4m
の滑落崖が連続的に認められる。墓地基礎Coと沈下地盤にH=0.4m
程度の段差が生じている。

A-2ブロック頭部中央滑落崖　滑落崖の1～2m背後に引張り
亀裂や副次崖が生じ、沈下している。

A-2ブロック頭部右端付近滑落崖
倉庫の基礎Coと沈下地盤にH=0.4m程度の段差が生じている。

⑪ ⑬

⑫ ⑭A-2ブロック左側方中部側方崖　上部私道から下方の市道の間の斜
面部にH=0.2～0.3mの側方崖が認められる。

A-2ブロック右側方上部側方亀裂　頭部滑落崖右端から上部私道と
の間の斜面部の里道に側方亀裂が認められる。

A-2ブロック左側方上部側方崖　ブロック上部の私道(コンクリート舗
装路)付近から下方斜面にかけてH=0.4～0.6mの側方崖が連続す
る。沈下により舗装路が著しく損壊している。

A-2ブロック左側方中部側方崖　斜面部にH=0.2～0.3mの側方崖が
連続的に認められる。

① ③

② ④A-1-1ブロック頭部右端滑落崖　斜面部の遷急線付近に滑落崖
(H=1m程度)が連続的に認められ、側方崖へと連なる。

A-1-1ブロック左側方崖上部　新たに発生した側方崖(H=0.5m程度)
の外側にはH=1m程度の旧側方崖が連続的に認められる。

A-1-1ブロック右側方崖上部　平井氏の宅地背後斜面の旧崩壊地
形(W:18×L:16m程度)沿いに側方崖(H=0.5m程度)が連続的に認め
られる。

A-1-1ブロック頭部左端滑落崖　斜面部の遷急線付近に滑落崖
(H=1m程度)が連続的に認められ、側方崖へと連なる。

旧側方崖

側方崖

①頭部の滑落崖の状況
(A-2ブロック)

②私道の被災状況
(A-2ブロック)

③頭部の滑落崖の状況
(A-1-1ブロック)
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